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第
五
十
巻

セ
人
O

第
六
観

。

北
陸
の
漆
器
工
業

回

杉

競

漆
器
工
業
の
立
地
保
件

漆
の
使
用
は
我
邦
忙
於
て
も
支
那
に
於
て
も
極
め
て
古
〈

我
邦
の
法
は
支
那
よ
り
の
停
来
に
非
中
、
別
に
褒
達
せ
し
も
の

で
あ
る
と
い
内
。
我
邦
人
が
漆
を
用
ひ
し
は
景
行
天
皇
の
朝
、

日
本
武
尊
が
舎
人
床
石
宿
摘
を
し
て
翫
好
の
も
の
を
時
間
ち
し
め

給
ひ
し
に
始
士
る
と
い
ム
か
ち
そ
の
古
き
と
と
想
ム
ペ
〈
、
時

に
支
那
よ
り
影
響
を
う
け
た
が
、
各
時
代
の
文
化
の
護
遼
は
必

A
Y
漆
器
に
も
現
は
れ
て
ゐ
た
。
封
建
制
度
の
護
遣
に
つ
れ
漆
器

業
は
各
制
に
興
り
、
殊
に
徳
川
時
代
に
至
つ
て
は
諸
俣
の
保
護

も
加
は
っ
て
漆
器
の
産
地
は
庚
く
全
聞
に
分
布
じ
、
京
師
、
江

戸
の
ほ
か
金
課
、
山
中
、
輪
島
、
高
山
、
黒
江
、
能
代
、
脅
津

静
岡
等
が
著
陥
れ
た
。

北
陸
地
方
に
は
漆
器
素
材
(
原
木
)
の
産
出
多
〈
‘
叉
漆
樹
の

横井時岳、日本工業史(改造文庫版)35頁。
同上。2) 



生
育
諮
し
、
更
忙
漆
器
製
造
に
必
要
在
る
漁
度
の
高
き
と
と
が
、

漆
器
工
業
を
浸
透
せ
し
め
た
原
因
で
あ
ス
下
勿
論
近
年
は
素
材

及
び
漆
樹
依
乏
し
、
他
地
方
に
侠
つ
も
の
多
く
友
っ
た
が
、
停

習
せ
る
投
術
が
之
に
代
り
、
協
度
と
共
に
漆
器
工
業
の
立
地
保

件
を
充
し
て
ゐ
る
。
元
来
、
漆
液
の
乾
燥
は
単
在
る
水
分
の
蒸

設
に
上
る
に
非
守
、
漆
液
中
の
酸
化
酵
素
ラ
ッ
カ
ー
ゼ
の
作
用

に
よ
る
か
ら
、
乾
燥
せ
る
大
気
中
で
は
酵
素
の
作
別
な
く
、
却

っ
て
遁
首
の
滋
度
(
八
。
八
王
ぎ
に
於
て
最
も
良
好
な
る
乾

燥
を
見
る
。
と
の
賄
に
於
て
北
陸
地
方
に
融
和
工
業
を
稜
建
せ

し
め
た
る
一
候
件
が
同
時
に
と
与
に
漆
器
工
業
を
も
存
立
せ
し

め
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。

北
陸
に
於
け
る
漆
器
産
地
の
主
要
な
る
も
の
は
石
川
臓
の
輸

島
、
山
中
、
金
調
印
、
宮
山
廊
の
高
同
等
で
あ
る
が
、
と
の
中
輸

島
、
山
巾
及
び
一
両
阿
は
種
々
の
興
味
あ
る
特
色
を
有
つ
が
故
に

簡
単
に
そ
の
比
較
を
試
み
た
い
と
思
ふ
。

F白

革

輪
島
は
膝
永
の
頃
土
人
一
耐
品
開
た
る
も
の
が
紀
伊
根
来
よ
り
停

北
陸
自
漆
器
工
業

習
し
来
り
、
初
め
て
漆
器
を
製
越
し
た
る
に
初
ま
る
、
と
い
ム
。

る軍基も
己 胃 の

と し で
を、あ

始っち
めいう
たで
る附然
lc lli -3 
、忙に

元生寛
旅育文
1Eせの
徳る頃
のあ、同
頃肉、て、地
松りの、に

木昔、地
屋をの
佐索粉
平材立
がに平
販JJj・ cケ

路ひを

(大接地理串官論文集部二

共
の
後
百
三
十
年
を
経
て
享
職
四
年
に
至
り
漸
〈
塗
師
二
十
飴

戸
と
在
っ
た
に
調
ぎ
宇
、
僅
か
忙
附
近
の
需
要
を
充
し
て
ゐ
た

を
畿
内
に
開
く
に
友
び
そ
の
護
展
が
絡
に
つ
い
た
。
坤
の
粉
は

漆
椋
の
下
地
に
附
ひ
て
輪
島
漆
器
の
特
長
た
る
堅
牢
を
保
た
し

め
る
も
の
で
あ
り
、
今
友
ほ
産
問
使
用
し
て
ゐ
る
。
そ
の
後
同

業
者
の
組
乱
(
大
黒
講
、
週
踊
講
V

を
組
織
じ
で
競
手
を
防
止
ず
る

と
共
花
、
行
商
及
び
杭
識
に
よ
っ
て
販
路
の
開
拓
に
努
力
し
、

堅
牢
在
る
食
器
類
の
産
地
と
し
て
の
聾
債
を
獲
得
し
た
。
維
新

前
、
前
回
家
よ
り
無
利
子
の
資
金
融
通
に
土
つ
で
保
護
を
う
け

た
(
一
方
課
稔
を
負
措
せ
L
品
ら
れ
た
)
が
、
維
新
後
も
特
別
の
打
撃

を
う
け
左
か
っ
た
と
い
九
、
文
化
文
政
の
頃
松
屋
伊
卒
、
小
周

庄
五
郎
等
に
よ
る
行
商
が
行
は
れ
、
製
治
業
者
は
販
買
を
か
ね

て
ゐ
た
。
又
蒔
給
及
び
沈
舎
の
技
術
は
輪
島
の
一
特
色
を
な
し

て
ゐ
る
。

揮
王
十
巻

七

^ 
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北
陸
自
漆
器
工
業

山
中
は
元
来
温
泉
場
に
て
は
や
〈
よ
り
犠
櫨
細
L
の
も
の
を

出
し
た
が
、
元
誌
の
頃
J

よ
り
粗
策
た
る
繕
燭
牽
、
茶
憂
の
類
を

製
遣
す
る
も
の
が
山
た
。
慶
安
の
頃
筋
挽
ム
」
稽
ず
る
糸
目
の
も

の
が
製
せ
ら
れ
、
賓
暦
の
頃
栗
色
塗
の
器
物
主
出
し
た
と
い
ふ

が
、
な
ほ
振
は
や
、
漸
〈
寛
政
の
鳥
山
野
屋
九
郎
平
販
路
を
大

阪
に
聞
く
に
及
び
、
山
崎
佐
士
口
、
額
見
惣
七
、
多
丸
久
三
郎
の

三
人
相
突
い
で
版
責
に
従
事
し
、
之
よ
り
護
展
の
注
を
辿
る
己

と
h

た
つ

h
o
技
術
の
改
良
に
も
努
め
て
磯
櫨
製
の
糸
目
、
薄

木
皿
を
特
色
と
し
、
犬
阪
商
人
と
の
取
引
に
よ
っ
て
山
中
漆
器

は
今
日
の
大
を
在
し
た
も
の
と
見
ら
れ
る
。
大
型
寺
の
前
田
家

に
於
て
も
金
穀
を
貸
興
し
て
保
護
主
典
へ
た
。

金
津
漆
器
は
一
に
前
同
家
の
保
護
の
下
に
生
れ
、
且
殻
達
し

た
。
先
づ
豊
臣
家
に
佐
へ
て
ゐ
た
五
十
嵐
道
南
を
招
昔
、
叉
江

戸
の
名
工
椎
原
市
太
夫
を
聴
し
、
後
世
加
賀
蒔
絡
と
稀
す
る
一

種
優
美
た
る
蒔
絵
主
出
し
た
。
維
新
後
更
に
蒔
絡
の
名
工
を
出

じ

し
た
。

安
政高

中")岡
石の
井 漆
勇 器
助は
支慶
那長
舶年
来 問眠司叩伺
の家叫

堆具
朱の

製
存作
星に

始
垂ま
んる
まと
、レ、
青ム
貝。 W)

事
五
十
巻

セ
ハ、

第
六
競

入
、
信
仰
檎
左
E
E模
遣
し
た
が
、
つ
ひ
に
一
種
賓
石
を
歳
入
し

た
る
新
意
匠
D
も
の
を
出
し
て
名
が
著
れ
た
。
現
在
は
彫
刻
塗

身
) 

b 輸

事去τ}漆
た廿

同
る

業
も 車H
D t:. 
でロ
セ 』 土

tf 明
宗治
、十

昭九
和年
十週
三隔
年枇
ー (

天襲
O LZ 
名・ Z
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(
生
産
額
白
七
割
)
、
錆
給
塗
h
f
特
色
と
す
る
。

と
れ
ら
四
産
地
の
中
、
漆
器
の
製
造
は
輪
島
最
も
早
く
、
何

れ
も
徳
川
末
期
に
至
り
究
第
に
そ
の
販
路
を
庚
め
て
致
達
す
る

に
至
っ
た
。
そ
の
直
接
の
原
因
は
名
工
出
で
て
技
術
の
改
良
に

努
め
襲
債
を
得
た
と
と
に
も
よ
る
が
、
有
能
友
る
商
人
、
又
は

商
人
を
粂
ね
た
る
製
法
業
者
の
販
路
開
拓
忙
よ
る
と
と
ろ
大
で

あ
っ
た
。
勿
論
明
治
以
来
の
護
展
も
著
し
い
が
、
こ
れ
ら
の
版

寅
方
法
は
今
た
ほ
各
地
漆
器
業
の
生
産
及
び
販
責
組
織
を
決
定

し
て
ゐ
る
。

生
産
及
び
販
頁
機
構

組
合
員
が
製
造
販
買
業
一
一
一
一

O
、
製
浩
業
三
一
、
販
寅
業
三
八

問
屋
業
一
友
る
構
成
を
も
っ
と
左
よ
り
明
か
在
る
如
く
、
製
造

と
版
賓
と
を
粂
ね
る
f
h

の
が
犬
多
数
を
占
め
る
。
と
の
形
態
は

5) 

6) 
9) 



輪
島
に
於
て
早
く
よ
り
見
ら
れ
、
し
か
も
販
費
は
丈
化
文
政
の

頃
以
来
行
商
に
よ
っ
て
ゐ
る
。
製
油
は
木
地
(
純
木
地
、
角
柏
木

地
、
朴
木
地
、
間
物
木
地
に
分
れ
る
)
と
採
漆
(
塗
師
〉
と
加
工
(
蒔
槍

詑
晶
、
酬
明
色
に
分
札
る
)

と
の
細
密
在
る
分
業
主
・
な
っ
て
ゐ
る
。

木
地
製
作
と
加
工
と
を
行
ふ
も
の
は
別
に
準
則
組
合
を
つ
〈
つ

て
ゐ
る
。
木
地
屋
は
規
模
大
で
左
く
、
犬
左
手
も
の
で
も
約
十

人
の
従
業
者
を
使
用
し
、
小
在
る
も
の
は
二
=
一
人
忙
止
ま
る
に

反
し
.
塗
師
、
殊
に
製
法
販
寅
品
就
業
の
も
の
の
規
模
が
大
昔
い
。

塗
師
は
下
地
と
上
塗
と
を
共
に
行
ひ
、
最
大
規
模
円
一
三
、
四
戸

は
三
五
1
四

O
人
の
峨
人
及
ぴ
徒
弟
を
朋
び
、
五

i
七
人
を
使

用
せ
る
も
の
は
最
も
多
く
、
何
れ
も
親
方
の
仕
事
場
に
で
作
業

せ
し
め
る
。
加
工
は
塗
師
よ
り
夫
々
の
峨
人
に
賃
仕
事
と
し
て

出
す
。
製
品
は
食
器
が
主
で
あ
る
が
、
棟
の
如
き
丸
物
の
み
友

ら
や
.
膳
の
如
き
角
物
も
、
曲
均
も
作
り
、
従
つ
で
食
器
頒
を

す
べ
て
作
り
得
る
。
か
L
る
各
種
食
器
を
組
に
し
で
行
商
に
上

担
、
主
と
し
て
各
地
旗
館
、
料
現
府
に
版
寅
ナ
る
。
邸
ち
主
人

若
は
番
頭
が
見
本
を
持
参
し
て
と
れ
ら
よ
り
註
丈
を
受
け
、
製

作
法
出
し
後
、
集
金
に
廻
る
。
註
友
生
産
在
る
と
、
親
方
の
職

北
陸
白
漆
器
工
業

場
陀
て
作
業
す
る
貼
に
於
て
は
手
工
業
の
形
態
を
保
っ
て
ゐ
る

が
、
た

N
h

行
商
に
よ
り
販
路
を
全
固
に
庚
め
て
ゐ
る
。

山
中
は
問
屋
制
工
業
の
形
を
と
る
賄
に
於
て
輪
島
と
封
照
的

で
る
る
。
既
に
寛
政
の
頃
よ
り
犬
阪
に
販
路
を
求
め
て
そ
の
生

産
を
大
に
し
た
の
で
あ
る
が
、
E
の
地
の
商
人
は
問
屋
と
し
て

の
峨
能
の
み
を
某
し
、
製
治
主
食
ね
た
い
と
と
る
に
特
色
が
あ

る
。
商
人
即
ち
問
屋
は
木
地
主
木
地
屋
よ
り
貿
ひ
、
塗
師
に
諜

漆
を
施
さ
し
め
、
更
に
蒔
槍
怖
に
仕
上
げ
さ
せ
て
用
者
陀
加
工

貨
を
支
梯
ひ
、
之
を
大
阪
、
東
京
等
の
大
都
市
の
商
人
又
は
百

貨
居
に
版
買
す
る
。
た
Y
木
地
屋
の
み
は
自
ら
原
木
を
寅
ひ
・

し
か
も
屡
々
原
木
を
産

f
る
山
間
に
工
場
を
設
け
、
且
す
ペ
で

電
動
機
を
以
て
加
工
す
る
が
故
に
、
規
模
比
較
的
大
き
く
、

。
一
五
人
の
峨
工
を
使
用
ナ
る
。
輪
島
と
は
反
封
に
塗
師
は

漆
の
み
自
ら
民
ひ
阜
な
る
賃
仕
事
を
す
る
の
で
あ
る
か
ら
規
模

小
さ
く
、
自
宅
に
於
て
平
均
二
二
一
一
人
を
使
用
し
て
ゐ
る
の
み
。

蒔
檎
附
は
更
に
小
規
模
で
あ
る
。
問
屋
は
約
六

O
、
木
地
屋
は

約三一

O
、
塗
師
約
二

O
O、
蒔
繍
師
約
八

O
(職
人
を
合
ま
ヂ
)
で

あ
る
。
か
く
の
如
き
簡
単
左
る
分
業
と
友
っ
て
ゐ
る
の
は
山
中

帯
五
十
巻

七
凡
三

第
六
観

高岡市彼所印刷物による。

蒔婚を施さざる宇製品として責

2260年頃。
巧H>斗頃。
横井時冬、前掲書、 "4買。
完成品と Lで都市漆器商へ寅ることもあり、
ることもるる。

'3) 12) 
14) 
15) 
1) 



北
陸
自
榛
瀞
工
業

の
製
品
が
丸
物
〈
椀
、
菓
子
器
、
木
皿
、
茶
托
等
}
に
限
ら
れ
る
か

ら
で
あ
り
、
犬
家
品
の
犬
康
生
産
を
た
ず
の
は
問
屋
商
人
に
よ

品
販
寅
方
法
、
特
に
百
貨
府
向
へ
の
販
買
に
某
〈
も
の
で
あ
ら

う
、
百
貨
庖
向
商
品
と
し
て
は
曾
津
塗
及
び
黒
江
塗
と
競
争
闘

係
に
あ
る
。

輪
島
と
山
中
と
が
明
瞭
た
割
照
を
示
す
に
針
し
、
金
調
停
及
び

高
岡
は
い
は
ピ
そ
の
中
間
に
あ
る
。
金
津
漆
器
ば
特
に
高
級
な

品
工
萎
品
を
出
し
、
調
度
品
(
卓
、
丈
昔
、
香
骨
、
此
幹
事
)
を
主

と
し
、
蒔
給
を
特
色
と
す
る
。

一
方
漆
器
商
の
専
属
工
揚
あ
る

と
共
に
、
他
方
に
技
術
を
以
て
立
つ
職
人
が
直
接
顧
客
の
註
文

を
受
け
て
製
作
す
る
。
後
者
は
全
く
手
工
業
で
あ
る
が
、
前
者

は
製
造
問
屋
の
如
骨
形
を
と
る
。
高
岡
漆
器
工
業
は
製
造
粂
版

責
業
者
と
製
油
業
者
と
上
り
成
る
。
然
し
と

L
で
は
輪
島
と
同
時

り
製
遺
品
現
版
衰
は
問
屋
の
替
む
と
と
ら
で
あ
り
、
或
る
者
は
約

三
五
名
を
使
用
す
る
工
揚
を
有
し
製
浩
問
屋
の
活
動
を
し
て
ゐ

る
が
、
他
の
多
〈
の
者
は
小
て
揚
忙
で
製
品
の
整
理
加
工
を
す

る
程
度
の
も
の
で
あ
る
。
而
し
て
製
造
業
者
に
製
作
せ
し
め
た

る
も
の
を
版
買
す
る
。
製
品
は
彫
刻
盆
を
特
色
と
し
、
謄
椀
よ

停
五
十
巻

七
八
回

回

岨

w
六
貌

り
も
品
説
、
菓
子
器
、
火
鉢
、
茶
道
具
入
等
多
〈
、
各
様
の
製
品

に
亙
る
た
め
、
木
地
、
彫
刻
・
裳
塗
、
蒔
縮
、
螺
銅
等
に
介
化

じ
て
ゐ
る
が
、
何
れ
も
一
一
、
二
一
人
よ
り
五
人
を
使
用
す
る
程
度

の
小
規
模
で
あ
り
、
彫
刻
の
み
一
五
人
位
を
使
用
す
る
も
の
が

あ
る
。
そ
の
販
路
は
大
都
市
漆
器
商
に
求
め
て
ゐ
る
。

生
産
額
統
計
は
極
め
て
不
正
確
で
あ
る
が
、
昭
和
十
三
年
、

営輪
で島
あ三
る向、百
。白J 寓

園

山
中

百
立
十

菌
高
岡
百
官会
高
闘
の
見

四

一一

問

題

の

輪
島
に
於
け
る
漆
器
一
ム
業
の
中
心
は
製
造
粂
版
買
業
者
で
あ

り
、
彼
等
は
製
遣
を
主
と
し
、
商
業
的
機
能
は
む
し
ろ
附
随
的

に
行
は
れ
て
ゐ
る

ι反
し
、
山
中
に
於
て
は
工
業
者
と
商
業
者

と
が
一
膝
裁
然
と
分
化
し
、
唯
商
業
者
が
問
屋
と
し
て
分
化
せ

る
工
業
者
を
綜
合
し
、
生
産
自
方
向
を
指
示
す
る
に
過
ぎ
左
い
。

高
岡
陀
於
け
る
製
造
品
車
販
買
業
者
は
更
に
異
り
、
問
屋
的
機
能

を
根
幹
と
し
、
製
浩
を
兼
ね
る
も
の
で
あ
り
、
と
れ
ら
一
ニ
地
の

漆
器
工
業
は
夫
々
特
色
を
も
ワ
て
ゐ
る
。
金
揮
は
一
部
手
工
業

公式白統計は次回如〈琵表せられてゐるが、租積闘係から相官内輸に見積ら
れてゐるといふ。
輪島 1，928子園(13年)、山中 I，268f"固(12年)、両同 765干圃(12'l')。

2) 



附
性
質
を
輪
島
以
上
に
一
濃
厚
に
も
つ
が
一
部
は
高
岡
に
類
似
す

る
。
か
t
A

呂
差
異
が
如
何
在
る
事
情
に
因
る
も
の
で
あ
る
か
、

之
は
一
の
興
味
あ
る
問
題
で
あ
る
。

輪
島
及
び
山
中
の
掛
照
的
性
質
は
徳
川
末
期
よ
り
の
と
と
で

あ
り
、
今
日
の
欣
態
が
か
L
る
歴
史
的
事
情
に
よ
る
こ
と
は
鵠

漣
の
と
己
ろ
よ
り
明
か
で
あ
る
。
印
ち
有
能
仕
る
商
業
者
が
蒋

新
な
る
販
責
方
法
を
案
山
川
し
、
之
に
上
っ
て
有
利
左
る
販
路
を

開
拓
確
保
す
る
と
き
は
、
後
の
も
の
は
そ
の
地
盤
の
上
に
事
業

を
容
易
に
雑
緩
し
得
る
。
と
の
意
味
に
於
て
か
i
h

ろ
商
業
者
の

い
は
ピ
偶
然
的
在
る
出
現
が
生
産
及
び
販
買
組
織
を
決
定
し
た

と
も
一
言
ひ
得
る
。
然
し
乍
ら
如
何
に
有
能
な
呂
商
業
者
が
己
の

迭
を
開
い
た
と
し
て
も
、
他
の
経
済
的
事
情
が
之
を
許
さ
在
〈

た
れ
ば
早
晩
困
難
に
遭
過
す
る
。
今
日
迄
そ
れ
が
績
〈
限
り
に

於
て
相
営
友
根
嫁
が
あ
っ
た
と
免
託
け
れ
ば
去
ら
ぬ
。

第
一
に
巧
ム
ペ
き
は
製
品
の
種
類
で
あ
る
。
輪
島
は
丸
物
(
椀

掴
)
、
角
物
、
各
種
の
製
品
を
出
し
食
器
一
般
に
及
川
品
。
然
る
に

ω中
は
丸
物
の
み
を
出
す
。
第
二
に
品
質
の
晶
君
即
時
が
あ
る
。
輪

島
は
品
質
の
優
秀
を
誇
り
、
山
中
は
犬
家
ロ
聞
を
特
徴
と
す
る
。

北
陸
D

漆
穂
工
業

輪
島
の
品
質
は
一
は
下
地
陀
優
秀
友
る
貰
士
(
地
白
粉
)
を
使
用

す
る
に
も
依
り
、

一
は
僻
来
の
技
術
に
よ
り
素
材
の
乾
燥
、
暗
部

漆
及
び
仕
上
の
入
念
等
に
意
を
用
ひ
る
に
も
依
る
。
か
く
て
食

器
類
を
相
首
大
量
に
且
頻
繁
に
用
ひ
る
放
館
、
料
理
屈
に
販
路

を
求
め
、
且
手
工
業
的
技
術
を
以
て
得
た
る
信
用
を
武
器
と
し

て
安
定
せ
る
顧
客
を
捉
へ
得
る
。
山
中
の
刻
〈
品
質
比
故
的
高

か
ら
ざ
る
も
の
は
そ
の
技
術
的
優
秀
さ
を
以
て
顧
客
を
-
確
保
す

る
こ
と
困
難
で
あ
り
、
且
丸
物
の
み
に
て
は
謄
と
椀
の
如
く
食

器
類
を
組
と
し
て
責
る
と
と
が
由
来
左
い
。
従
っ
て
都
市
漆
器

商
に
寅
り
、
そ
の
手
に
挺
て
他
の
製
品
と
共
に
消
費
者
に
版
買

さ
れ
る
に
遡
す
る
。
殊
に
百
貨
底
の
護
展
以
来
、
各
種
の
大
衆

向
商
品
の
需
要
居
が
掠
犬
さ
れ
る
に
至
っ
た
が
、
山
中
漆
器
の

護
展
も
そ
の
影
響
少
か
ち
ざ
る
も
の
が
あ
る
。

一
方
販
賀
高
の

増
加
し
た
る
と
共
k
w
他
方
多
少
製
品
種
類
に
蟹
化
を
起
し

そ
れ
以
前
は
椀
が
大
部
分
を
占
め
て
ゐ
た
る
に
、
そ
の
後
は
股

答
品
と
左
る
菓
子
器
類
が
著
増
し
、
椀
類
を
凌
ぐ
に
至
っ
た
。

輪
島
漆
器
如
何
に
品
質
の
優
秀
を
誇
る
と
障
も
、
そ
の
費
用

従
う
目
て
債
格
が
徐
り
に
高
く
左
る
と
き
は
需
要
目
一
部
は
廉
償

第
五
十
巻

七
人
王

第
六
韓

主Z

日書且的詑l珂及u'心理的世曾畢問詑明をも 1，"~、べ L とする串者に Florence (The 
logic of industrial orgu.nizn.tion， p. 47)がある。



北
陸
自
漆
器
工
業

ロ
聞
に
移
る
筈
で
あ
る
。
し
か
も
そ
の
費
用
の
増
加
は
販
費
費
の

増
嵩
よ
り
起
り
得
る
。
と
れ
輪
島
漆
器
工
業
の
も
つ
問
題
で
あ

る
。
行
商
に
よ
る
と
曹
は
註
文
を
集
め
る
に
も
、
集
金
堂
注
す

に
も
、
主
人
自
ら
港
隔
の
地
ま
で
出
か
け
ね
ば
た
ち
由
。
集
金

と
同
時
に
更
に
註
文
を
と
る
に
し
て
も
、
年
忙
二
回
乃
五
四
、

五
向
、
期
聞
に
し
て
一
ヶ
月
乃
至
半
ヶ
年
間
行
商
に
上
る
。
生

産
能
率
が
低
下
す
る
の
み
た
ら
宇
、
集
金
不
能
の
危
険
は
自
ら

負
指
せ
ね
ば
な
ら
由
。
問
屋
商
人
及
び
卸
賀
商
人
主
経
る
揚
合

に
比
し
販
寅
費
の
高
く
怠
る
己
と
は
明
瞭
で
あ
る
。
と
の
販
責

費
の
不
利
を
償
ム
も
の
は
何
か
ロ
問
屋
口
銭
を
節
約
し
、
文
素

人
{
消
費
者
)
に
は
甚
だ
し
く
高
慣
に
責
る
と
と
も
あ
る
。
然
し

乍
ら
更
に
大
な
る
も
の
は
輪
島
漆
器
の
品
質
と
、
従
来
よ
り
確

保
し
た
る
販
路
に
求
め
ら
れ
る
。
輪
島
漆
器
同
業
組
合
が
共
同

設
備
と
し
て
素
材
乾
燥
揚
と
地
粉
製
造
工
場
と
を
経
営
せ
る
も

己
の
髄
に
封
ず
る
努
力
で
あ
る
。
販
路
は
全
園
至
ら
ざ
る
庖
左

〈
、
漣
〈
外
地
、
満
洲
、
支
那
に
も
及
ぶ

3

一
度
確
保
せ
る
刷

客
は
所
謂
不
完
全
競
争
の
坪
内
と
左
り
、
他
の
廉
慣
口
聞
に
も
容

易
に
便
さ
れ
た
い
の
で
あ
る
。

第
五
十
巻

七
八
六

プさ

第
六
競

h
〈
D
如
き
理
由
あ
る
に
し
て
も
輪
島
漆
器
は
他
地
製
品
。

競
争
を
排
除
し
て
か
先
高
濁
占
的
市
場
を
今
後
も
総
持
し
て
ゆ

け
る
で
あ
ら
う
か
o

と
の
賭
に
関
し
て
我
々
は
既
に
輪
島
に
於

て
現
は
れ
た
一
二
の
事
賓
に
よ
っ
て
多
少
の
縫
化
を
抽
出
想
し
得

る
の
で
あ
る
。
第
一
は
内
部
か
ら
来
る
。
即
ち
同
業
者
の
競
争

の
危
険
が
絶
え
ゃ
あ
る
に
拘
ら
や
、
放
館
・
料
理
屈
の
如
昔
需

要
屠
は
そ
の
開
拓
も
既
に
限
度
に
近
づ
き
つ

L
あ
り
、
叉
他
産

地
上
り
の
競
争
陀
も
さ
ら
さ
れ
て
ゐ
る
。
従
っ
て
漆
器
職
人
が

親
方
よ
り
濁
立
ぜ
ん
と
し
て
も
新
し
き
顧
客
を
獲
得
す
る
己
と

は
樹
め
で
困
難
左
る
吠
態
に
あ
る
。
輪
島
に
於
け
る
草
純

厩

褒
を
自
ら
行
は
ぎ
る
)
製
造
業
者
の
費
生
は
比
較
的
新
し
く
、
主

と
し
て
と
の
事
情
に
基
く
も
の
で
あ
る
。
第
二
の
焚
化
は
外
部

上
り
来
る
。
他
の
産
地
よ
り
の
競
争
は
絶
え
宇
輪
島
の
商
慣
に

挑
戦
し
で
来
る
の
み
友
ら
宇
、
漆
器
商
が
上
り
近
代
的
た
る
版

寅
機
構
忙
よ
っ
て
輪
島
漆
器
を
捉
へ
ん
と
す
る
ロ
既
に
輪
島
漆

器
同
業
組
合
員
中
忙
東
京
、
大
阪
の
商
人
の
加
入
せ
る
を
見
、

又
販
賓
専
業
者
が
費
生
し
、
都
市
漆
器
商
人
へ
卸
十
数
量
が
増

し
つ
L
あ
る
。
か
〈
し
て
手
工
業
的
左
生
産
機
構
を
維
持
し



た
vh
市
場
の
薗
民
経
済
的
損
大
陀
謝
し
で
は
行
商
に
上
る
特
殊

顧
客
の
掌
握
に
倹
っ
て
ゐ
る
輪
島
は
、
よ
り
近
代
的
た
生
産
販

寅
機
構
へ
の
移
行
を
徐
儀
た
〈
さ
れ
る
の
?
は
左
か
ら
う
か
。

一
方
、
山
中
漆
器
工
業
の
も
つ
問
題
は
商
業
者
へ
の
依
存
性

の
犬
た
る
鮪
に
あ
る
。
山
中
の
漆
器
問
屋
は
工
業
者
の
製
品
を

大
都
市
商
人
又
は
百
貨
底
へ
販
賀
す
る
の
み
友
ち
ゃ
、
分
業
的

生
産
を
綜
合
し
、
之
陀
生
産
の
方
向
を
興
へ
る
も
の
で
あ
る
が
‘

彼
等
自
身
更
に
大
都
市
漆
器
商
又
は
百
貨
底
に
依
存
し
、
た
め

に
工
業
者
は
と
れ
ち
の
商
業
者
よ
り
屡
々
債
格
の
切
下
げ
を
強

要
さ
れ
た
。
し
か
も
犬
衆
向
商
品
の
常
と
し
て
質
よ
り
も
低
償

格
を
要
求
さ
れ
、
従
っ
て
職
人
は
何
れ
も
輪
島
忙
比
し
て
持
働

を
強
化
せ
ざ
る
を
得
左
い
。
か
〈
て
中
小
工
業
者
の
地
位
を
高

め
る
た
め
に
は
品
質
の
向
上
と
ヱ
業
組
合
に
よ
る
共
同
販
費
と

が
山
中
に
と
っ
て
進
む
べ
き
途
と
考
へ
ら
れ
る
。

一
最
近
に
於
て
各
種
物
資
の
配
給
統
制
が
行
は
れ
、
漆
も
切
符

↑
制
に
よ
り
配
給
さ
れ
る
と
と
t

当
た
っ
た
。
芸
品
し
漆
液
の
内
地
産

一
は
一
一
割
に
充
た
や
、
犬
部
分
を
支
那
産
及
び
印
度
支
那
産
忙
ま

弓
欣
態
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
而
し
て
配
給
は
原
則
と
し
て

北
陸
白
漆
器
工
業
第

工
業
者
に
輿
へ
ら
れ
る
。
叉
戦
時
経
済
の
進
展
と
共
に
￥

忙
需
要
増
加
あ
る
に
も
拘
ら
や
、
他
方
に
持
力
・
原
料
の
不
足

が
甚
し
〈
な
り
、
工
業
者
の
地
位
が
吠
第
に
強
〈
在
っ
た
。
商

業
者
は
漸
く
地
位
の
動
揺
を
感
ぜ
ざ
る
を
得
左
い
。
今
後
の
漆

器
工
業
は
如
何
な
る
餐
化
を
途
げ
る
で
あ
ら
う
か
。
之
に
つ
い

で
は
別
の
機
舎
に
譲
り
た
い
。
た
N
h

、
屡
ミ
他
の
中
小
工
業
に

見
る
如
き
問
屋
の
製
趨
進
出
、
創
ち
製
造
問
屋
化
は
少
〈
と
も

一
つ
の
傾
向
で
あ
ら
う
。

五
+
血
官

七

七
八
七

解
穴
抽
踊

方

漆両より掛賓由形で金融が行は山中に於て問屋より目金融が従来行ほれf、
れてゐたことは注目ナる必要がある。

2) 




